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２００１．１１．１１（４）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
部
会
」

会

議

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
部
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
福
祉
総
務
課
（
�
７
２
４
・
２
１

３
３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時

１１
月
２０
日
（
火
）
午
後
３
時

か
ら

○
会
場

健
康
福
祉
会
館
１
階
検
診
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員

１０
人
（
申
し
込
み
順
）

町
田
市
街
づ
く
り
条
例

検

討

委

員

会

第
４
回
町
田
市
街
づ
く
り
条
例
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
開
催
１０
分
前
ま
で
に
直

接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時

１１
月
２７
日
（
火
）
午
後
２
時

３０
分
か
ら

○
会
場

森
野
分
庁
舎
２
階
第
２
・
３

会
議
室

○
定
員

２０
人
（
先
着
順
）

�問
都
市
計
画
課
�
７
２
４
・
２
５
３
８

調

査

・

測

量

公
共
下
水
道
設
計
資
料
作
成
の
た

め
、
調
査
・
測
量
を
行
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
私
有
地
に
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
作
業
を
行

う
者
は
町
田
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
際

は
提
示
を
お
求
め
下
さ
い
。

○
期
間

１１
月
上
旬
〜
２
０
０
２
年
３

月
上
旬

○
区
域

相
原
町
・
小
山
町
の
各
一
部

地
域

�問
下
水
道
総
務
課
�
７
２
０
・
１
８
１

１

大
蔵
土
地
区
画
整
理
事
業
の
新
た
に
施

工
地
区
と
な
る
べ
き
区
域
の
関
係
図
書

ご

覧

下

さ

い

大
蔵
土
地
区
画
整
理
事
業
の
新
た
に

施
工
地
区
と
な
る
べ
き
区
域
（
大
蔵
町

字
関
山
の
一
部
）
の
関
係
図
書
を
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
区
域
内
の
宅
地
に
つ
い

て
、
未
登
記
の
借
地
権
の
あ
る
方
は
、

１２
月
１２
日
ま
で
に
、町
田
市
長
に
対
し
、

書
面
を
も
っ
て
借
地
権
の
種
類
及
び
内

容
を
申
告
し
て
下
さ
い
。

○
縦
覧
期
間

１１
月
１３
日
（
火
）
〜
２６

日
（
月
）

○
縦
覧
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時

○
会
場

町
田
市
区
画
整
理
事
務
所

（
木
曽
町
２
１
８
５
番
地
１
）

�問
区
画
整
理
課
�
７
９
２
・
３
７
７
１

国
道
１６
号
横
浜
町
田
立
体
建
設
事
業
の

環
境
影
響
評
価
書

ご

覧

下

さ

い

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
１１
月
２６
日
（
月
）
に
環
境

影
響
評
価
書
が
公
示
さ
れ
、
縦
覧
・
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

○
期
間

１１
月
２６
日
（
月
）
〜
１２
月
１０

日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

３０
分

○
場
所

縦
覧
�
環
境
保
全
課
（
境
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）、
東
京
都
環

境
局
環
境
影
響
審
査
課
（
都
庁
第
１
本

庁
舎
北
塔
３５
階
）、
東
京
都
多
摩
環
境

事
務
所
（
立
川
合
同
庁
舎
４
階
）
▽
閲

覧
�
都
市
計
画
課
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）、
南
市
民
セ
ン
タ
ー

�問
環
境
保
全
課
�
７
２
４
・
２
７
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
医
療
費

助

成

し

ま

す

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
て
、
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

○
対
象

�１
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
（
配
偶
者
が
な
く
、
現
に
１８
歳
未

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
）
�２
父

ま
た
は
母
に
障
害
の
あ
る
家
庭
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
及
び
３
級
の
一

部
）�３
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
、

ま
た
は
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
�４
両
親

が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育

者○
助
成
範
囲

医
療
機
関
で
支
払
う
べ

き
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
及
び
薬
剤

一
部
負
担
金
（
住
民
税
課
税
世
帯
は
一

部
負
担
金
あ
り
）

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
（
同

居
の
父
・
母
な
ど
）
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
や
申
請
時
の
添

付
書
類
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
児
童

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
を
】

す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、

更
新
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
（
用
紙
は
送
付
済
で
す
）。

○
提
出
期
間

１１
月
１４
日
（
水
）
〜
２２

日
（
木
）

◇

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１
４
３

知
的
障
害
者
へ
の

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

派

遣

事

業

知
的
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、
社
会

参
加
の
た
め
に
単
身
で
外
出
す
る
場

合
、
必
要
に
応
じ
て
道
案
内
や
付
き
添

い
の
た
め
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
知

的
障
害
を
お
持
ち
の
方
（
身
辺
が
自
立

し
、
道
案
内
な
ど
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

業
務
に
支
障
の
な
い
方
）

○
申
し
込
み

事
前
に
障
害
福
祉
課

で
、
派
遣
の
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
下

さ
い
。

�問
障
害
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１
４
８

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ま

ち

だ

女

性

フ

ォ

ー

ラ

ム

【「
安
心
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

防
止
法
の
内
容
と
実
態
〜
】

平
成
１３
年
１０
月
１３
日
「
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
せ
る
の
か
、
共
に
考
え
ま
す
。

○
日
時

１２
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

ホ
ー
ル

○
内
容
・
講
師

基
調
講
演
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
�
弁
護
士
・
鈴
木
隆
文

氏○
パ
ネ
リ
ス
ト

東
京
女
子
医
大
助
教

授
・
加
茂
登
志
子
氏
、
東
京
都
婦
人
相

談
員
・
高
橋
昭
子
氏
、
ス
ト
ッ
プ
ザ
・

Ｄ
Ｖ
の
会
会
員
・
森
望
氏
、
町
田
警
察

署
生
活
安
全
課
長
・
那
須
弘
道
氏

○
定
員

１
８
８
人

○
申
し
込
み

１１
月
１２
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
�
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ
。

※
託
児
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

小
さ
な
手
の
平
に
、
小
さ
な
サ
ワ
ガ

ニ
を
乗
せ
て
ニ
ッ
コ
リ
微
笑
む
幼
子
、

緑
の
風
が
軽
や
か
に
通
り
過
ぎ
て
い
っ

た
夏
�
�
寒
さ
が
忍
び
寄
る
こ
の
頃
に

な
っ
て
も
、
あ
の
光
景
が
な
つ
か
し
く

思
い
出
さ
れ
る
。
サ
ワ
ガ
ニ
は
子
ど
も

た
ち
の
水
辺
の
生
物
人
気
No.
１
�

町
田
市
は
都
下
で
あ
り
な
が
ら
嬉
し

い
こ
と
に
谷
戸
の
一
部
に
清
水
が
わ
き

出
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
サ
ワ
ガ
ニ

が
時
々
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
ひ
っ
そ

り
と
生
き
て
い
る
。
清
水
に
し
か
住
ま

ず
、
も
く
も
く
と
死
が
い
を
食
べ
て
掃

除
し
て
し
ま
う
清
水
の
守
り
神
そ
の
も

の
な
の
で
あ
る
。

平
べ
っ
た
い
体
を
さ
ら
に
平
べ
っ
た

く
し
て
、
狭
い
隙
間
に
身
を
消
す
技
は

た
い
し
た
も
の
だ
。
そ
し
て
高
僧
の
化

身
よ
ろ
し
く
何
や
ら
呪
文（
じ
ゅ
も
ん
）

を
唱
え
る
様
は
、
な
ん
と
な
く
ユ
ー
モ

ラ
ス
で
も
あ
る
。
小
さ
な
わ
き
水
が
あ

っ
た
ら
探
し
て
み
る
と
い
い
。
思
い
が

け
な
い
場
所
で
、
こ
の
守
り
神
に
出
会

い
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
。
自
然
と
の

お
付
き
合
い
の
入
り
口
と
し
て
お
勧
め

で
あ
る
。
私
の
住
む
三
輪
町
で
も
、
そ

の
よ
う
な
場
所
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
。

２０
年
以
上
も
前
に
な
る
が
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
筆
者
の
保
科
重
人
氏
に
声
を
か

け
ら
れ
て
、
八
王
子
の
秘
境
、
醍
醐（
だ

い
ご
）
に
住
む
友
人
宅
で
地
元
サ
ワ
ガ

ニ
料
理
を
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

い

ろ

り

ひ
な
び
た
囲
炉
裏
、
次
々
に
出
て
く

る
新
鮮
な
カ
ニ
の
朱
色
は
、
見
る
だ
け

で
食
欲
を
そ
そ
っ
た
。
カ
ニ
に
は
気
の

毒
だ
が
、
ヒ
ト
と
カ
ニ
の
支
え
合
い
を

そ
こ
に
見
た
。
川
掃
除
を
し
た
り
、
カ

ニ
料
理
が
可
能
な
時
期
を
話
し
合
い
で

決
め
て
い
る
と
い
う
。
ヒ
ト
は
カ
ニ
の

公
的
な
環
境
を
守
り
、
カ
ニ
に
感
謝
し

な
が
ら
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
を
食
料
と

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

お
世
話
に
な
っ
た
あ
の
友
は
、
元
気

で
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
あ

の
囲
炉
裏
は
…
。
深
ま
り
ゆ
く
秋
は
、

人
恋
し
、
火
恋
し
で
あ
る
。

温
水
に
住
む
甲
殻
類
の
サ
ワ
ガ
ニ

は
、
本
州
〜
九
州
（
南
限
�

屋
久
島
）
産
唯
一
の
日
本
固

有
種
で
あ
る
。
も
と
も
と
海

に
住
ん
で
い
た
も
の
が
、
住

み
場
所
を
広
げ
た
も
の
ら
し

い
。
海
で
は
卵
は
放
卵
さ
れ

ゾ
エ
ア
、
メ
ガ
ロ
パ
の
幼
生

期
は
泳
ぎ
ま
わ
り
、
親
は
関

知
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
サ

ワ
ガ
ニ
は
子
育
て
を
す
る
の

で
あ
る
。

母
親
ガ
ニ
は
腹
部
に
卵
を

確
保
、
幼
生
期
も
卵
内
で
過

ご
し
、
２０
匹
前
後
の
稚
ガ
ニ

が
母
ガ
ニ
の
腹
部
に
し
が
み

つ
く
。
押
し
合
い
へ
し
合
い

の
様
は
人
間
的
で
、
実
に
微

笑
ま
し
い
。
町
田
で
は
こ
の

時
期
が
８
月
下
旬
に
あ
た
る
。
残
り
少

な
い
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
、
一
度

は
見
せ
た
い
慈
母
の
姿
で
あ
る
。

私
た
ち
は
身
近
に
ひ
っ
そ
り
生
き
る

小
さ
な
生
き
も
の
か
ら
、
い
つ
の
間
に

か
大
き
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。

（
三
輪
町
・
北
村
文
治
）

清
水
の
守
り
神

サ
ワ
ガ
ニ
�…
オ
ス（
上
）、メ

ス（
下
）（
Ｈ
１３
・
８
・
２６
大
地
沢
に
て
撮
影
）

街
か
ど
ラ
イ
ヴ
の
出
演
者
の
募
集
を

一
時
停
止
し
ま
す
。

長
年
親
し
ん
で
き
た
東
急
百
貨
店
横

広
場
は
、
道
路
工
事
の
た
め
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
ヴ

の
会
場
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
応
募
者
多
数
の
た
め
、

出
演
を
長
期
に
わ
た
っ
て
お
待
ち
い
た

だ
く
状
況
で
も
あ
り
、
一
時
募
集
を
停

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
多
く
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
街
か
ど
ラ
イ
ヴ
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�問
商
工
観
光
課
�
７
２
４
・
２
１
２
８

市
民
参
加
に
よ
る
緑
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
・
市
民
植
樹
は
、
今
回
で
７
回
目

を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
相
原
中
央
公

園
予
定
地
内
、「
さ
く
ら
の
丘
」
か
ら

一
望
で
き
る
景
観
の
良
い
斜
面
地
に
桜

を
植
え
、
相
原
の
名
所
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え
ご
参

加
下
さ
い
。
地
元
の
協
力
に
よ
る
と
ん

汁
と
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。
現
地
は
斜
面
地
で
足
場
が
悪
い

の
で
、
山
歩
き
の
服
装
と
軍
手
の
用
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

１１
月
１８
日
（
日
）
午
前
９
時

集
合
（
小
雨
決
行
）

○
集
合
場
所

相
原
中
央
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場

○
交
通

相
原
駅
か
ら
徒
歩
１５
分
、
ま

た
は
バ
ス
で
「
相
原
小
」
下
車
、
徒
歩

５
分

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

�問
公
園
緑
地
課
�
７
９
３
・
７
６
１
１

市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
の
公
売
を
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

○
公
売
方
法

入
札

○
期
日

１１
月
２７
日
（
火
）

○
時
間

午
後
２
時
〜
２
時
３０
分
�
入

札
▽
２
時
３１
分
か
ら
�
開
札

○
会
場

市
役
所
本
庁
舎
地
下
１
階
特

別
会
議
室

※
公
売
財
産
内
容
や
公
売
案
内
に
つ
い

て
は
、
納
税
課
（
�
７
２
４
・
２
１
２

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ひひ
っっ
そそ
りり
生生
きき
るる
町町
田田
のの
自自
然然

（
そ
の
２４２
）

サ
ワ
ガ
ニ

街かどライヴ

募集を一時
停止します

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

「
う
え
よ
う
、そ
だ
て
よ
う
、ま
ち
だ
の
み
ど
り
」

相
原
・
市
民
植
樹

清
水
に
生
き

清
水
を
守
る


